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には イスノキを多 く混淆 して居 る。イチヰガ シ林 として後者は前者 に劣 る も、共に

最大径級(直径50cm以 上)に 於 ては イチヰガシ の蓄積過半 を占め且4チ ヰガシは

樹 高甚高 くして 第十四圖に示す如 く本地方 にては イチヰガシは樹高殊に高 く他樹種

の追從 を許 さない從つ て イス ノキ、 シヒ、 タブノキ は假令直径は大 にて もイチヰガ

シの樹冠 を抽 き出つ るもの少な く、 イチヰガ シは上層林冠 を占領 して 充分なる生長

をなし、 イスノキ、 シヒ、タブノ キは次の林冠を作 ウ他 の小中径級の もの と共 に林

地の保護 を爲 して居 る。

即 ちイチヰガ シは多数 の他樹種 と混淆 す るも遠 望すれば80%以 上 イチヰガ シを含

む如 き林 相を呈 して居 るのである。

斯か る林相を作 らしむ るこごが將來 イチヰガシ林 造成の一要諦 にして、幼齢時代

よム適當に手入 して 上層 ようの被壓 を除 き 叉側歴 を加へて枝の籏張 を防 ぎ通直 にし

て枝下長 き良材 を得る様努むべ きである。

第 三 編 総 括 と應用

第 一 節 総'括

第 一 高岡試験地に於ける更新及手入に關する研究の総括
の

本総括は高岡試験地 即 ち局部皆伐区及母樹 を有する局部皆伐区(略 して雨局部皆

伐区 と云ふ)に 於ける更新並 に手入 に關す る調査研究の結果 なる故 本試験地の地況

林況並 に其の取扱方法を前提 とす る。

1.イ チヰガシを含む常緑潤葉樹林 を局部皆伐 により 更新すればイチヰガシの稚樹

は伐採の翌年、翌々年急に発生 増加す るも其後の増加は緩漫である。(第 一編、第一

章、第二節第s1参 照)

2.局 部皆伐区 に於て母樹 を有す る場合 は毎年稚樹の発生 多 くむて枯死牽 も比較的

少 なき故 稚樹 の発生 並に枯 死の点 より見れば 更新上母樹 を保存す るを有利 とす。例

へば昭和九年五 月に於 けるha當り 稚樹本数 局部皆伐区21ク8本 、母樹 を有す る局部

皆伐区Ig67本 あ りしに昭和十四年二月現在 にて前区 に於ては2835本 、後区に於て

は5511本 こなつて居 る。(同 上第一2参 照)



3.イ チヰガシ天 然更新に於て秋季結實 して落下 する種子は概数的 には翌年入月迄

に発芽 す るもの約26%で 、入月以降発芽 す るもの約74%で ある。

4.両 局部皆伐区 に於て稚樹 の枯 死数は八 月以前の方入 月以後 より幾分多 く、寒害

よりも暑 さの害の方大な る様認め らる。 即 ち稚樹の地際 に害 を受 くるもの或は萱雑

草に掩はれ蒸 され る爲の被害及旱害が比較的大なる様考へ らる。(同 上第一一3墾照)

5.イ チヰガシの結實は甚だ しき凶作は稀 にして略々隔年に豊 凶が來 る様認め らる

ゝも未だ充分な る資料 を得ない。(同 上第一4参 照).

6.イ チヰガシの稚樹は皆伐 後数年間は可なり 密なる小柴状の小径木中 にあ りて も

発生し、叉枯死す ることも蝕 り甚 し くない。但生 長は(II)の 如 く不良である。(同

上第一5参 照)

7.イチヰガシ 稚樹 の螢生枯死状態より 見 る時 は局部皆伐区 の從來の取扱 ひ方即 ち

現在の地表植物状態は精 々疎 開に過 ぐる様考へ らる。(同 上第一5参 照)

8.雨 局部皆伐区に於 て枯死する稚樹 は発芽 後一年未満の もの最 も多 く(約45%)・

二年未満の もの(約30%)之 れに次 ぎ両者 を合すれば約75%に 及び満三年以上 に達

せ るものは枯死するこごは甚少 ない。(同 上第一6参 照)

g.両 局部皆伐区 に於ては伐採 後満二箇年 間位 に発生 せ る稚樹 は数量 も多 く、N枯

死 す ること少な く所謂生存率が高い。(同 上第一7参 照)

Io.雨 局部皆伐区 に於 ては 伐採後満二箇年 間位に発生 せ る稚樹 は 生長最 も旺盛 に

して 其後発生 せ るものに比 し 平均生長量亦大である。(9)と 併せ考ふ る時 本稚樹 は

將來成林 して主林木 と成6得 べきもの多 きを以て重要 なる稚樹 であ る。(同上第二1)

II.第 一区(手 入四回)と 第三旺(手 入六回)こ の生長は 主 として 伐採當時の手入

關係に ようて影響 を受け居 る故稚樹の樹 高生長は 昭和十年入月當時 にては 第三匿最

も高 く第 一区之れ に次 ぎ第二区(放 置区)は 遙 に劣 つて居 た。又昭和十四年二 月現在

に於け る樹高關係は第一区 と第三琶 とは殆流ど差異な く、 第二区 は生長甚悪 し く約

1/2の樹 高であ る。(同 上第二2蓼 照)

12.前 生稚樹 は生存率大 なるめみ な らず 生 長亦旺盛にして 其 の樹高生長は後生稚

樹 よう遙に大である。 故に此の稚樹は將來成林 して 主林木 と成 り得くこき素質 を多 く



有する ものであ る。殊 に前生稚樹の萌芽は生長量最 も大 なる様 認め られ る。(同 上第

二3参 照)

13.現 在實行せ る官行研伐 は粗放 に過 ぎ樹 高5m以 下 の小径木 を残存すべき様指

定せ るに拘 らず或は損傷挫折し 或は孤立状態 となりて枯死せ るもの多 くして 實際に

残存 し得た るもの少なきを以 て將 來は一層更新 に注意 を彿 ひ伐探 するの要があ る。

(第 一編第一章第一節第二2参 照)'

第 二 腐 岡試駿地の植生 に關する調査の総括

之れは高岡試験地の實況を明 にす るを目的 とし尤 ものである故特 に簡単 に記す。

1.昭 和 十二年七月(手 入前)に 於 け る優勢種は雨局部皆伐区共第一区、第二区・第

三区共 アカメガ シバ にして準優勢種 は雨局部皆伐区共第一区、第三区はスス キ・ ア
◎

ヲガ シ に して局 部 皆伐匿 第 二区 は カ ラスザ ンセウ、 イィギ リで、母樹 を有 す る局部

皆 伐区 第 二区 は ア ヲガ シ、 イイ ギ リ で あ る。(常 現 度 及 密 度 省 略)(第 一編 第二

章 第二 節 参照)

2.伐 探 絡 了後 五 ケ月 を経過 せ る昭 和入年 入 月當 時 と同十 二年 七 月現 在 との植 生 上

の相違 点 は次 の様 であ る。

a.主とし て減 少せ る樹 種 は アカ メガ シヘ カ ラスザ ンセ ウ、1ヅ セ ン リヤ ゥ、 コ

バ ノ ジユズ ネノ キ、 タ ラノ キ、 ヒメユ ヅ リノ㍉ タイ ミンタ チバ ナ、 イ ヌガ シ、 イス

ノ キ、 シナ ノガ キ、 イヌザ ンセ ウガ ク ロバ イ、 サザ ンク ワ、 カ ゴノ キ、

b.主 として 増加 せ る樹 種 は4チ ヰ ガ シ、 ミヅ キ、tバ ンノ キ、 ムラテ キ シキ ブ、

エ ゴノ キ、 ヤ ブ ム ラテ キ、 ア ヲガ シ、 チ シヤノ キ、 イヌ ピノ㍉ ヤマザ ク ラ、ハ マ ク

テギ、 ヤ マグ ヘ ヒナ カ キ、 カク レ ミノ、 ク サ ギ、 ツノング ミ、 ク ロガ ネ 毛チ、 ネズ

ミ毛チ、 ネ ムノ キ、 ミヤ マ シ キ ミ、 ヌノレデ、 イ イギ リ、 ムクノ キ。

c.主 こ して 第 二 区 にの み増 加せ る樹 種 は コ ジ ヒ・ バ リバ リノ キ・ ヤブ ニク ケィ、

タ ブノ キ、 ツバ キで あ る。(同 上第 三 節参 照)

第 三 糟 屋 演習林 に於 け る山床 苗圃 の試験 総括

1.イチヰガシ の播種 の深 さをIcm、3cm、5cm、iocm(極 め て小数20cm・30cm)

とし昭和 十年 二 月中 旬播 種 せ し に総発芽 歎 に対し 同年 八 月迄 に約 五割 強 ・ 冬 迄 に ●



約入割強磯芽 し尚地中 に越年 して 翌年発芽 せ しもの 約二割弱あ うて例 外的存在 こし

て 二回地中に越年 せるもの 、三回地中に 越年 せ るもの もあつた。而 して越年せ るも

のは播種の深 さの深 きものが多い。

文献に よれば イチヰガ シ の種子の壽命は從來一年 と略 々決定 され て居 る様 であ る

が本調査の結果に より山床苗圃にては 満一年以上 の もの二割弱 もあるのみな らず 満

二年、浦三年以上の ものも 例外的 には 生存 することを確めだ。(第 一編 第三章、第

一節墾照)

2.山 床苗圃に於けるイ チヰガシの播種の深 さは3cm(発芽 率67.1%)を 最 良 とし、

5cm(螢 芽率55.4%)、Iocm(発芽 率57.5%)之 れに次 ぐ。深 さIcMの ものは被

土淺 き爲播種後露出 され易 く、叉各種の害 を受 け易 く曇芽摩は22g%に 過 ぎない 。

叉襲芽後枯 死するものも比較 的多 き故良好でない。(同 上第二節参照)

3.播 種 の深 さ淺 き程早 く発芽 す、例 へば深 さIcm、3cmの ものは入 月迄 には殆

ん ど襲芽 を終 うしに5cmの ものは約1/2駿 芽 せしに過 ぎず 其他は八月以後 に発芽

した。 從 つて発芽 の出揃ふ こごも淺い程早い。 故に普通の苗圃に播種す る場合は

3cmを 最適 こす、叉播種後町摩に保護せぱIcmも 亦良好 である。

尚播種の深 さ20clnの ものは2S粒 中8本(32%)発芽 し、30cmの ものは20

粒 中僅 に1本(5%)発芽 して居 る。(同 上第二節墾照)

第 四 穿孔鐙被害試験地 に於け る研究の総括

1.イ チヰガシは胸高直径略 々30cm以 下の ものは穿孔鐙 に犯 され ること甚少 な く

木寄、伐木等の爲大 なる傷損 を受 くるか附近伐採の爲從來 の被壓 木 が急に光線 を受 け

て 皮焼 し漸次嚢弱せ る場合等 特殊 なる場合 に犯 さるゝに過 ぎない。普通 の場合は胸

高直径略 々30cm以 上の ものに被害がある様認め られ る。(第一編第四章第二節墾照)

2.穿 孔鐙誘致の原因は元より-一、二 に止ま らざ るも木寄伐木或は他の昆鐘等の被

害 に より林木が傷を受けた る際傷口 よう登散 する樹 液の香氣が穿孔最 を誘致す る一

大 原因た ることは疑ふ除地が ない。例へば直径・30cm以 上のもので傷 を受けveる も

のは殆ん ど穿孔鐘 に犯 されて居 う、 叉新 に傷付け られた るものは 其の傷 口に殆ん ど

例外な く穿孔鍛が來 りて穿孔 して居 る。(同 上第二節墾照)



3.以 上 より擇伐 間伐 の度合其の ものが穿 孔姦 の被害 に直接關係するこごは少な く、

残存木 に傷を付けることが 主 な る原因であ る様認め らる。 故 に樹 液の流動盛 なる夏

期 には伐採 を見合はせ木屑等 も成 るべ く林内に放置せざるを可 とす る様考へ られ る。

(同上第 二節参照)

第 五 人工造林 と天然生育 との比較

1.総 括イチヰガシ 人工植栽木は天然生木 に比 し生長甚だ不良である。且直径 に封

す る樹高 も枝下高 も人工植栽の方劣 る様 であ る。(去川國有林16ろ 、長 尾國有林28}9t

第二編第一章第一参照)

2.イ チヰガシの人工播種 と人工植栽 との成績 を比較するに人工播種 の方 良好 であ

る。 只一般 に播種は鼠害 を受け易 き敏点 あるも注意すれば 或る程度迄防 ぎ得 るもの

である。(長 尾國有林IIわ 同上第二参照)

第 六 イチヰガシ、 アカマツ混淆 林(植 栽)ご イチヰガ シ単純林

(植栽)と の生長比較の総括(庄 司山國有林26は)

1.混淆 林区 に於 てはイ チヰガシはアカマ ツと共生す る爲 アカマツの側歴 を受け枝

の鑛張少 な く樹 高比較的高 く樹形良好 であ る。(第 二編・第二章、第一一節第二4参 照)

2.イ チヰガシは直径6-7cm迄 は直緻に 比 し樹高アカマツに劣 るも直径6-7cm

以上にては アカマツに稽 々優 る。但天然生 アカマ ツは イチヰガ シ よう直径に比 し樹

高大である。(同 上第二4参 照)

3.混淆 林区 は単純 林区 に比し アカマ ツの爲 雑草雑木の侵入少 な く生長良好であ

る。(同 上第二4参 照)

4.混淆 林区にてはIo-15年 生頃迄 はアカマ ツ優勢な るも20年 生迄 には イテヰガ

シ、ザ ツ に塵せ られ側枝枯れ樹冠上部 に上 りて 生長衰へ急 に其 の本数 を減ず るも残

存せ るアカマツ には樹 高直径共甚だ強大 なるものあ りて伐期附近迄散生的 に残 存す

る様認め らる ゝもの もあ る。(同 上第二4参 照)

5.混淆 林区 に於 ては アカマツ、イ チヰガ シが上層林冠 を形成 しザ ツは其の間 を点

綴す るも単純林区 にては 天然生の アカマツ点生 的に高 く立 ち其の下 に イチヰガシも

ザ ツの林冠層が認あ られ イチヰガ シとザ ツ ご競 り合 ひて居 る。尚単純 林区 にはザ ツ



多 く殊 に小径級の ものが甚多い 。(同 上第二4参 照)

6.ha當 り総材積 は単純 林1に対し混淆 林1.16で ある。且混淆 林の イチヰガシは

本敷少なきも直径太 き爲材積 に於ては殆んご単純 林 と異 らない 。(同 上第二4謬 照)

7.イチヰガシ は直径3cm、4cmに 達 すれは除伐 が遅れた る爲 ザツと共生 し藪状

とな め樹 幹繊弱 とな う枝葉 を減 じ生長甚衰へ るも良 く之れ に堪へ 撫育 を加ふれば恢

復 し得 る様認め られ る。(同 上第二4墾 照)

8.之 れを要す るに アカマツ、イチヰガシ混淆 林 は イチヰガ シ翠純林 より成績良好

で得策である。(同 上第 二4参 照)

第 七 天 然生 イチヰガシとスギ(植 栽)こ の混淆 に

關 する生長比較の総括(去 川 國有林Igろ)

1.点 生的 に常緑潤 葉樹の保残木を有す る入年生造林地 に於ては イチヰガシの平均

樹高はスギの平均樹 高 よう高 く平均の胸 高直径 もイチヰガ シの方大で あ る。(第 二編

第二章、第二節第 二参照)

2.所 々に存在す る潤葉樹保珪木の爲にスギは被壓 せ らるゝもイチヰガシ は被圧 せ

らるゝことな く之れが爲両 者の生長 に差異を大な らしめて居 る。(同 上第二参照)

3.潤 葉樹の残存木 なき所にては イチヰガシもスギも生長 に殆んざ大差な く優良地

に於ては大盤 十年生 に於て略 々同様の樹高をなす もの と考へ らる。(同 上第二参照)

4.同 一直径に対する 樹高は4チ ヰガシの方スギより 大であ る。(同 上第二参照)

5.ス ギごイチヰガシご相接 して混淆 する場合 にはスギは樹形 に著 しき変化 を受け

ざ るもイチヰガ シは幾分横枝 の籏張を制禦せ られ る。(同 上第二参照)

6.之 れ を要す るに雨樹種 を疎植 して混植せぱ十年生頃迄は並立 し得 る故イチヰガ

シの樹 形を整 へ、叉 スギ の内にて禄厘 せ らる ゝものは間伐 利用 し得 る故此の混淆 は

得策 である。(同 上第二参照)事

7.一 般 に不成績造林地多 きにも拘 らず斯か る林分 を得 た るは比較的 よく手入せ ら

れた る爲であ る。(同 上第 一参照)

第 入 イチヰガ シ、 ヒノキ混溝林(植 栽)並 にイチヰガ シ、

ク ロマツ混淆林(植 栽)と イチヰガシ単純 林(植 栽)

との生 長比較 の総括(長 尾國有林Ioり)



1.イ チヰガシとヒノキ或はク ロマツと混植すれば づチヰガシは針葉樹 の側歴 を受

け枝 の籏 張少な く、太 き枝少 な く枝の角度 も鏡角 とな 外 枝下長 く、細長 き幹形 を

なす即ち同直径 に対する 樹高 も混淆林 の方 高い。(第 二編第二章第三節第二2参 照)

2.イ チヰガ シとヒノキとの混植 に於 ては植栽當初 はイ チヰガ シの樹高生長 は甚遅

く満 六年生 にては ヒノキに及ばざ ること約50cmな るも満九年生にては既に ヒノキ

を凌駕 し現在十四年生 に於 ても依然優勢であ るが、胸高直径 は終始 ヒノキ に劣 う今

尚幾分細 いが綜膿的には勿論 イチヰガシが ヒノキを歴 しつ ゝある現況であ る。(同 上

第二3墾 照)

3.クロ マ ツとイチヰガ シとの混植 に於ては植栽當初はイ チヰガシは樹高生長遅 く、

クロマ ツ は迅速なる故 イチヰガ シの樹 高は今尚 クロマツに及ぱず、又直径 に於 ても

同様の経路 を辿 らク ロマツより細 きも實況は イチヰガシの方優勢であ る。イチヰガ

シはク ロマツの林下 にても 充分生 長 し得 るのみな らず・ クロマ ツは反 つて其の下枝

をイチヰガ シの爲に歴せ られて樹冠 上部 に偏 し生長衰 へつゝ あ りて將來 は イチヰガ

シを圭林 木 とす る林分 に変化 するもの と充分認め られ る。(同上 第二3参 照)

4.之 れを要 するに ヒノキ或はク ロマ ッとイチヰガシとの混植は用材生産を唯一の

目的 こす るイ チヰガ シ造成上其の形質 を整へ得策 である。(同 上第二3墾 照)

5.調 査せ る各林分が立涙に成林 し將來 イチヰガ シを主 こす る林分 として期待 し得

る所以は試験地 た りし關係上充分手入 を受け し賜である。(同 上第二参照)

第 九 造林地の放 置と手入施行 の効果の総括
■ ●

1.伐 採後天 然生育地 とな し極めて粗放 な る即 ち不充分 な る手入 を三回位 申謬的に

施行 し其後全 く放置 し力場合 は手入の効果は殆ん ど現 はれ ない。從來所謂 イチヰガ

シの不成績造林 地は此の類 に囑す るもの と認め られ る。(去 川國有林 ・7v・・17ご

及15は 、16は 第二編第三章第 一節1及2参 照)

2.去 川國 有林16ろ 並 尾鈴國有林18ろ.の 如 きは 町唾 に且繰返 して 手入撫育 を

加 ヘた る爲現在の好結果 を得たるもので手入撫育の効 果を如實 に明示 して居 る。(同

上第一3第 二参照)

3.高 岡試験 地 に於け る手入'区放置区の調査結果 は手入の効果 を最 も明瞭に現は し



て居 る。(第 一編・第一章第二節第 二2参 照〉

去川國有林Igろ ・霧島國有林23た の如 きは何れ も古 き試験地 にして更新後町喀

に手入撫育 を加へた る爲其後放置せ られ ザ ツの侵入甚iしきに拘 らず將來 イチヰガシ

林 を形成 し得 る状態 を今 尚呈して居 るの である。

第 十 更新地の成林 と手入並に疎 密度に關す る

研究の総括(霧 島國有林)

1・庇蔭度o%、25%、50%、75%の 各地は其の庇蔭度異 る爲稚樹 の発生 並に生

長 に差異あ るも手入絡 了期 には イチヰガ シ は他樹種 より高 く生長 し上層林冠の一部

を形成 して居だのであつて大禮今 日に及んで居る。但保護樹 母樹伐探後急 に侵入 む一

時的優勢な る アカメガ シノ㌦ カ ラスザ ンセウ の爲被壓 的位置にあるもの もあるが將

來 は イチヰガ シ を主 とす る用材林 とな るこごは 明かに認め得 らる。 之れ實 に曾 て

試 験地iCbし 關係上手入 を施行せ し賜である。(第 二編、第三章第二節第二3参 照)

2.庇 蔭度o%、 及25%区 は50%、75%匿 より生長遙かに優良であ る。其の原

因は50%、75%匪 は庇蔭度高 き爲稚樹の生長遅 々たることが一因たるは疑ふ鯨地 な

きも其の外保護樹母樹 を多数 伐採 して後殆んざ放置せ る爲である。o%、25%区 は保

護樹母樹少な く、之れが 伐探 に より林冠 の疎開に大 なる影響 を興へざ るのみな らず、

イチヰガ シは既に相當生長 して 林冠 を造 り居 る故他樹種 の侵入少な く且 イチヰガ シ

の生長 に最 も適せ る朕態 とな りし爲である。(同 上第二3参 照)

3・ アカメガシヘ カラスザンセ二ウは現在 イチヰガ シご競 り合ひつ ゝあるも漸次被

歴せ らる 情ゝ勢 にある。(同 上第二3参 照)

4.直 径2cnl以 上に生長せ る4チ ヰガシは比較的庇蔭に耐へ現在手遅れの爲藪状

を呈せ る箇所 にて生育を続け て居 る。(同 上第二3第 二編第二章 第一節第二5参 照)

第 十 一 イチヰガシを含 む常緑潤葉樹天然生林

の構成に關する研 究の総括

1.青 井岳團地の如 く海抜低 き丘 陵性山岳地 にして、然か も上部 は緩斜 にて林木の

生育 に適 し下部急斜 な る林地に於ては 一般 には林地の方向に より植生 並に生長 に大

な る差異を認め得 ない。即 ちha當り の本数に於 ても材積 に於 ても殆ん ど同一であるの



み な らす夫等 の各 直径 級 への 分配 關係 も殆 ん ざ相等 し く小(2一 豆4cm)、中(16-28cm)

大(30・一一48cm)、 最 大(50cm以 上)へ の材積 分 配 關係 は 略 々12%、26%、42%、20

%で 、本数 分 配 關係 は略 々77%、15%、7%、1%で あ る。又 樹種 別の材積 に も総括

的 には大 差 を認 め得ない 。(第 四章 、第 一節3参 照)

2.然 し(1)の 場 合 に於 て も特 に漢 に近 き急 斜地(下 部 林 地)に ては方 向 の影 響 を

受 け植 生 に差 あ りて一般 に イス ノ キ、 イチヰ ガ シ、 ノ・ナガ ガ シ を最 多 の樹 種 こす る

も特 に南 向林 地 の下 部 に は イ チヰガ シ、 アラカ シ、 シ ヒ 多 く、北 向林 地 の下 部 には
○

ハ ナガ ガ シ、 タブ ノ キが多い 。(同 上第 一節3参 照)

3.林 地 の上 部 は本数 材積 共下 部 の二 倍 位 を有 し、術 是等本数 及材積 が各直径 級 へ

の 分配 關係 は林地 の上 部下 部 共 相等 しい。 故 に上部 は下部 の約 二倍 の疎 密度 を有 し

て居 ると考 へ る ことが 出來 る。(同 上 第 一節3参 照)

4.林 地 の.上部 下 部 に よ りha當り 本数 及材 積 が各樹 種 への分 配 關 係 には差 異 あb

て林 地 の下 部 に於 て生長 旺 盛 な る もの は イチヰ ガ シ、 イス ノ キ、ノ・ナガ ガ シ、 アラ

カ シ等 に て小 径林 木 に は サカ キ、 ヤマ ビハ 、 ヒナカ キ 等 を歎 へ得 るに過 ぎ ざる も・

上 部 林地 に於 て 生 長 旺 盛 な るもの は イス ノ キ、 シ ヒ、 ウ ラジ ロガ シ、 タ ブノ キ、 イ

チヰ ガ シ、 ハ ナガ ガ シ、 イヌ マ キ等 に して小径 林木 には タ イ ミンタ チバ ナ、 ヤマ ビ

ハ、ユ ヅ リハ、 マ テバ シヒ・ ハ イ ノ キ・ ツバ キ、 サ カ キ、 ヒサカ キ 等殆 ん ど主要 な

常 緑 潤葉 樹 の 大部 分 を占め て居 る。(同 上第 一節3参 照)

5.イ チ ヰガ シは林地 の 下部 の 方林地 の上部 よ りIha當 り本 数 多 く材積 も大 であ
軸

る。且小、中、大、最大各径級に於て も夫 々下部の方 が 上部 よウ本敷材積共多大で

あ る。叉帯状標準地調査の結果にて 不正確 なる も胸高直径Icm(樹 高3m)以 下の

稚樹 幼樹 の 本数は林地 の上部の方下部 よりも 多数であ る様 認め られ る。(同 上第一

3参 照)

6.稚 樹 の発生 成林 の状態 には次の傾向があ る。イスノキ、 タブノキは発芽 甚 良好

にて下 部林地にては直痙2CM、4cmの 如 き細 きもの多 く生立す るも 直径 の増大 と

共に急 に本数を減 じ16cm以 上 に達 す るもの少な く、林地の上部 にては直径2CM・

4cmに 達せ る幼樹 は下部 より少なきも其後 の生長旺盛な る爲比較的本敷の減少 を見



ず して大径級に進み得 るものが多V。 其他の樹種 中直径2cm以 上に於て直径の増

大 ご共 に本敷の減 少甚しきものはサカキ、 シヒ に して本敷の減少す ること少な きも

のはイチヰガシ、ウラジロガシ、アラカシ、ヤマモモゾ ・ナガガ シの如 きものであ る。

叉 イチヰガシ は林地 の上部に於 ても下部に於て も稚樹 を有 し母樹の關係等 にて集合

す るこごあるも一般 的に其の存在は特別の箇所 に局限 されない 。(同 上第一3墾 照)

7.イ チヰガシは幼齢 時代より 樹高生長良好 にして壮齢 以上 に於 ては一層顯著 とな

外 同一直径 に対し ては最高の樹 高を有 して居 る。之れに次 ぐ樹高の ものは其他 カ

シ 類 及 シヒにしてイスノキ、 タブノキの樹高は更 らに低 い。其他 ザ ツ中有用 なる喬

木 は大略 イスノキ、 タブノ キより高 きも 老齢以後にては概 ねイスノ キ、タブノキに

劣 る。(同 上第三節3参 照)

8.イ チヰガ シの直径生 長は コジヒには稽劣 るもイスノキ、 アヲガ シ、タブノキ、

其他カ シ類等一般 常緑澗葉樹 には優 るとも劣 らない様 であ る。(同 上第二節参照)

9.常 緑潤 葉樹 天然生林 内にては林地の上部下部共イチヰガシの稚樹 の曇生並 に生

長 は甚だ不良である。 而 して両林地共鬱閉 張 きに過 ぎる外上部林地 にては他樹種 の

生育旺盛なる爲で下部林地 は傾斜急 なる爲種子が巌落移動 し易 く 且水灘多 く腐敗 し

易 き爲 と考へ らる。(同 上第三節4参 照)

第 二 節 結 論 と 癒 用

以上調査研究 せ し各事項 に關 し其の総括 を掲 げしが 之れを更 らに綜合的 に蹄納 し

イチヰガシ林の天然更新並に成林 に關する結論 を述べん こす。(人 工播種植栽關係並

に穿孔鍛 に關 しては重 ねて述ぶ る要 なき故省略 した)

第 一 天然更新並 に成林に關す る結論

A.手 入の重要性

前 節第九 に述べ し如 く手入の効果 を調査 する爲 特 に設けたる高岡試験地の調査結

果並に去川・尾鈴國有林 の實況のみな らす、他の 目的にて調査せ る長尾、庄司山、去

川、霧島の各國有林等本稿の調査研究に關係ある 各林分 を仔細 に観 察すれば現在既

に成林 し 將來 イチヰガ シ用材林 とな ウ得 べき期待を有す る林分 は何れ も曾 て古 き試

験地た らしもの或は其他の關係に よム 特 に更新 後町畷に手入撫育 を行ひ しものにし



て假 令現在は其後の放置 に ようザ ツ侵入 して著 し く林相悪化 し居 るとは錐前途に成

林の望 を持 ち得 るは一に手 入撫育の賜に外な らす・斯 の申鐸的 に二・三回極めて粗放

なる手入 を施 し以後全 く放 置して省み ざる時 は 最初 よう放置せ しもの こ大 なる差異

な く、今 日南九州到 る所 に見 る 所謂イチヰガ シの不成績造林地は全 く此の類に属す

るものにして営林 局が手入経費の不足に比較的關心 を持たず・営林 署亦地味 な潤葉

樹 天然生育地の手入撫育 に熱意を鉄 け る点に依 る所大な りと認むる ものである。

イチヰガシは他の潤葉樹 に比 し生長決 して遅 きものにあ らず(後 説す)更 新後数年

間手入撫育 を施せぱ成林の素地 を作 り得 べ く 本稿 を草す るに當 り最 も強張せん こす

る所は此の 手入の重要性 である。 天 然更新 に當 り少な く≧も整地 を行ひ且更新 を終

うた る時天然生稚樹 の調査 を爲 し 必す竹或は細 き木片 を立 て其 の位置 を明かに 乙、

手 入の際鎌 にて梢 頭を切 ら澱様注意す ると共 に親切に撫育 す る心 を以て 雑木雑草 を

適當に丈除 すべ きであ る。 稚樹の傍 に竹或は木片 を立つる事は遇去の経験 に徴し決

して多大の脛費 と勢力 を要す るものでな く、 少 くとも此の程度の手入 を施 さ団れば

望 むべ きイチヰガ シ林 を實現せ しむることは困難であ る。

B.樹 種の競 う合ひ

樹高生長、肥大生長を綜合す るに常緑潤葉樹中イチヰガシ 及び シヒは生長最 も迅

速にして從つてイチヰガ シの大敵は シヒと稽 し得べ く・直径 に対する 樹高はイチヰ

ガ シ高 きも同年齢の胸高直径 はシ ヒ太 きを常 とす。而 して詳細 に比較 す るに両者 の生

長 力には大差な きを認めざるを得 ない。 然れ ど もシヒは天然下種 頗 る豊富 に乙て稚

樹の発生 も甚多 く、藪に於て シヒは イチヰガシの敷倍乃至数十倍に及ぶ とも云へ る

場合が多い。故に假 令イチヰガシが シヒに比 し 耐蔭性 強 きとは云ヘ シヒの下種盛 な

る地方 に於ては更新後放置して 天然の盛生 存競争 をなさしめぱ途 に シヒに制歴せ ら

るゝのであ る。即 ちシヒの駿生多 き所 例へば シヒの母樹 多き所或は南 向の疎開地、

皆伐地の如きは特 に注意 して手入除伐 をなすの要 があ る。其他の樹種に対し てはイチ

ヰガシの方比較 的生長旺盛なる故手 入回数 を減 じ得 べしと錐 イスノキ・ タブノキ・

アヲガシの如 きは概 して 本数 多 く頗 る優勢 なる箇所 あ るを以て斯 る場合は特 に注意

して手入 す るの要が ある。 伐探 後侵入す るアカ メガ シヘ カラスザ ンセウは鋏年乃



至十歎年間急速の生長 を爲 して一時 オチヰガシを被壓 す る状勢を示す も 二十年生位

より生長衰へ始むるのみな らす、イチヰガシは斯か る落葉潤葉樹 には被壓 さμ難 き故

少数 の場合は放置 して差支へな きも本数多 き場合 は元 よう除伐すべ きであ る。

尚其他カ シ類は イチヰガ シに次 ぎ生長早 きも共生せ しむ る故競り 合ひ關係 を省略

した。

C稚 樹の発生 と生長

試験地(高 岡)に 於 け る両局部皆伐区 に於て枯死す る稚樹の内発芽 後一年末満のも

の最多 く二年未満の もの之れに次 ぎ両者 を合すれば約75%に 及び 満三年生以上の

稚樹は枯死す ること甚少な く且伐採後 満二箇年間に発生 す る稚樹 は数量 最 多 く、其

の生 存率 も高 く、生長 も旺盛にして其 後螢生せ るものに比 し平均生長量 大であ る。

術前生稚樹 は生存率大 なるのみ な らず 生長量 も後生稚樹 より大であ う殊に前生稚樹

の萌芽は生長最 も盛んな様であ る。 即 ち伐採後満二箇年 間に発生 する稚樹並に前生

稚樹 は將來 成林 して主林木 とな り得 べ きもの甚 だ多 きを以て 重要 なる稚樹 にして伐

採後四・五年 を経過すれば假令残存せ る母樹 よ り毎年種子落下す るも地表の状 況不利

にして充分稚樹襲生の効果 を墨げ難 く、叉発生 せ る稚樹 も 幾分立 ち遅れ氣味あ うて

被圧せ られ易 く假令枯死せざ る迄 も 生長悪 し く結局=將來主林木 こなめ得べ きものは

少 ない。故に母樹 を残 すことは試験の結果 に示す如 く 稚樹の曇生 上有利な るも將來

主林木 とな う得 るもの比較的少 なき故想像す る程有利の ものにあ らず 。 且 母樹 は隣

接木伐採 の爲傷 を受け穿孔鍛 に犯 され易 き故 優良な る立木 を母樹 に残す ことは経濟

上損失少 なか らざ る故 原則的に残す様 強ふべ きものにあ らず、 アラメ系 イチヰガシ

被害木 の如'きもの な らば母樹 として最 も適當である。

イチヰガシの発生 は可な り密なる 小柴状の小径木中にあ りて も極めて粗に立 てる

小径木中 と同様稚樹曇生 し・且つ枯死 することなき竜稚樹 の生長は極めて粗に立て る

小径木中に存する方遙 に良好 である。換言すれば種子は鬱閉 梢 々密、中庸及稽疎にて

も発生 す るも生長 には疎 なる状態 を適當 とす るのである。 叉種子の壽命 も一年位 と

定め られ しが二年以上 に及ぶ ものあることが明 となつπ。 以上述ぶ る所の発芽 と生

長の鬱閉 關係・伐探後満 二箇年間 に発生 せ る 稚樹及前生樹 と更新 との關係種子の壽



命の延長等はイチヰガシ林 の更新法 を攻究 す る際 當然傘伐作業的形式 を是認す る原

因 を成す ものであ る。

D.造 林殊 に他樹種 との混溝

イチヰガ シの更新 に於て天然更新 に依 るを最 も可 とし 人工播種之れに次 ぎ鼠害甚

しき場合は人工植栽に依 るべ きを適當 と認め られ る。

從 つて更新 前森林がイチヰガシを含む こと少 な く 稚樹 乏しき場合の如 きは人工播'

種、植栽 を行はねばな らない 。

次 に他樹種 ごの混淆 に就 きて結論 を述べれば下の様 である。

人工植栽 に依 る イチヰガ シ、 アカマツ混溝林、イチヰガシ、 クロマツ混溝林、イ

チヰガシ、 ヒノキ混淆 林 とイチヰガシ単純林(植 栽)と の生 長の比較並 にスギ人工植

栽林に天然生イチヰガシの混溝せ る場合、及び イチヰガ シ植栽林 中に天然生 アカマ

ツの侵入せ るものに付 イチヰガシと他樹種 との混溝林造 成に關す る良否 を調査せ し

にイチヰガ シは植栽後敷年 間は生 長遅 きも、針葉樹は幼樹 より 生長速かにしてイチ

ヰガ シの追從を許 さず被壓 する状態 にあ るもイチヰガシはIO--20年 の間に於て大

盟針葉樹 に追ひ着 き漸次針葉樹 を厘倒するの状態 を豫想せ しむ るものがあ る。又スギ

植 栽木 と天然生 イチヰガシとの混淆 は8年 生 に於て両者 相匹敵し只イチヰガシ林 中

に アカマ ツの 天然生木が侵入せ る場合はアカマツ の方生長旺 盛にして調査地尤 る庄

司山國有林26は に於 ては 今術点生せ る アカマ ツの方優勢である。 術長尾國有林

に於け るク ロマツ、 イチヰガシ混溝林 に於 てク ロマツは 現在数字 的 には大 なるも既

に下枝は被壓 せ られ居 りて衰弱 しつ ゝある欣態 である。 而 して針葉樹 と混生せ るイ

チヰガ シは 其の側歴 を受けて枝の籏 張が少 な く從つて太 き枝 な く、枝下高 く樹 高は

直径に対し 比較的高 く細長 き樹幹 をな 乙用材 を目的 とする樹形 こして適 當である。

叉林下に雑木雑草 の侵入少 な くha當 り材積 も混淆林 の方が多い。

此の結果 より見ればイチヰガ シご 針葉樹 との混淆 は イチヰガシ林 造成上甚だ有利

なることを明示 して居 るの であるが 筆者 は之れ を無條件 に實地 に移 さん とす る者 で

はない。斯か る良好な る結果 は 調査地の如 く充分な る注意 を以て森林施業が實施 さ

れ、又立地 關係が調査地の如 き場合 に實現 するものに して 全般 的には期待 し得ない



点がある。換言すれば局部的 に實施 すべ きであ る。 其の圭 な る理 由は成林の安全性

に対する 危惧であ る。 イチヰガ シご 針葉樹 との混淆 はイチヰガ シεザ ツこの混溝 よ

めも深甚 の注意 を要す る。 イチヰガシとザ ツこの混溝に於 ては シヒの襲生甚多 き箇

所 を除 きては手入除伐の手遅れ となれ る場合 も イチヰガシの耐蔭性 ご旺盛 なる生長

力はザ ツに歴せ られなが らも尚 よく生存 し得 るのであつて 樹木 として比較すれば イ

チヰガ シの樹高生長はザ ツに劣 らないのである。 然 し多数 の ザッ中には高 きもの も

少 な くない。之れに反 し針葉樹 との混淆 は 針葉樹 が張大な る被壓 力 を有す る關係上

針葉樹 より樹 高低 き 幼齢時代 に被壓 せ られざ る様、 又長 じて針葉樹の側歴 を受 くる

時代に も適當に枝 を梯ふ等注 意を要 すべ く陽性な るマツとの混渚(植 栽)は 精 々容易

にして庄司山國有林に見 る如 く イチヰガシの成林 を期待 し得 るが如 きも全般的 に肯

定す るは両危険 を威ず るものであ る。 故に地位優良にして交通 の便 も良 く集約 に手

入撫育 し得 る地 に針葉樹 との混植 を行 ふに止む るを安全 とす る。

曾 て瑞西に於 て十九世紀の中頃G.Gehret氏 は幾多の調査 ご実験 の結果V・rwald--

systemな る名称 の元に ナ ラ(其 他の澗葉樹 の事 もあb)と タウ ヒ 或は モ ミ この

列歌混淆 を推賞し瑞西全般的に實施 した事があ る。 其の結果は豫想を裏切 う局部的

に成効せ るに止 まう ナラ は 針葉樹 の爲に被壓 せ られて大部分は失敗に終つたので

ある。之れは元來澗葉樹林 を 針葉樹林1ζ誘導す る変更 期 に計書 された もの で其の失

敗は痩 更期 に於ける補充的牧獲の實現 を不可能に絡 らしめたに止まつた ものであ る。

瑞西に於 て今尚 タウヒ、 毛 ミ 林下 に列状 をなして枯死 に瀕せ る樹 高2-3m乃 至

4--5mの ナ ラ を 見 ることは本 方法の遺物 である。

E.更 新

常緑潤葉樹 天然生林内にてイチヰガ シの稚樹の発生 は 局部的林 地に限 られず一般

的 な るも林地の上部下部共総べ て稚樹 の発生 並に其の生 長は不良であ る。 而 して林

地 の上郁は下部 よりも駿芽容 易にして 其の歎 多きも細 き幼樹は林地の下部反つて多

歎であ る。 天然生林 に於て稚樹の少 なき原 因は鬱閉 過密 なるに依 るこご勿論 なるも

次の原因は林 地の上部下部 に よりて異 る点があ る。 即 ち林地の下部 は傾斜急なる爲

イチヰガシの種子嶺落移動 む易 く 且水灘 多 き爲腐敗 し易 く從つ て曇芽率 が悪いので



ある。然 し一度発生 せば林冠の鬱閉 弱 く他樹種の幼稚樹 少な くして上部林地の約1/2

の疎 密度 を有す るに過ぎざ る爲被壓 せ らる ゝこと少 な く、然か もイチヰガシは 斯か

る環境 に於 で充分生 長し得 る故 下部林地 に於 て最 も優勢 なる林 木 とな う得 るのであ

る。之れに反し上部林 地はイスノキ、 シ ヒ、 タブノキ、タイ ミンタチバナ 等殆ん ど

総 べての常緑潤葉樹 の更新並に生長に適 し多数 の樹種生育 して 相互に熾烈な る生存

競争をな し、林木本数 も亦下部林地 の約二倍に達 し林 冠の鬱閉 強 く小径級の林木亦多

くして厚 く林地 を掩 ひ イチヰガシは発芽 乙難 く假令発芽 して も他樹種 に被壓 せ られ

て枯死 す るもの多 く殊にイスノキ、 シヒ の如 きは驚 くべ き多数 の稚樹 を有 し且旺盛

な る生長 をなして他樹種 を歴す る故 イチヰガシも是等 の爲被圧 せ らる ゝのであ る。

但 し鬱閉 稽 々疎 なる箇所にはイチヰガシの稚樹 は多量 に発生 す。

以上は天然生林 内の更新状 態なる も 一度之れに擇伐 或は團状皆伐等 を加ふれば伐

探 により て更新が促進せ らるゝ状1兄は天 然生林 内 とは大いに趣 を異にす る。 伐採 に

依 うて生ず る室地は伐採法 に より 大小種 々なるζごは勿論 なる も考慮 され尤施業法

に よう伐採せ らるれば林冠の疎開 と共 に各樹種の稚樹 曇生 し 且其の生長の爲激烈な

る生存場裡 と化す るのであ る。 而 して現在 イスノキ、シ ヒ、 タブノキ、其他 カシ類

はイチヰガシ より其の歎 多 く 且 イスノキ、 シ ヒ、 タブノキ、 アカメガシノ㍉ カラス

ザ ンセウ等は稚樹 の発生 盛にして 樹 高生長 も幼時 はイチヰガシご大差 なき故天然の

儘放置せんか小数のイチヰガ シは被壓 せ らるゝもの多 く 既往國有林の不成績造林地

の如 き観 を呈す るのである。 然れ ど も之れに手入 を加 ヘイチヰガシを保護茸んか林

地の上部 は元來発芽 に適 し稚樹 の発生 多 き所 なゐを以て よく 天然更新を行ひ得べ く

手入試験地 に於て も イチヰガ シの稚樹は上部緩斜地 に多 く発生 して他樹種 と共 に今

尚生存 して居 る。此の稚樹 を撫育 し生長せ しむ る様 シヒ、 イスノ キ等 を適當 に刈彿

へば林地の下部 より多数のイチヰガシを成立せ しめ得 ることが出來 る。 次 に天然生

林 の下部林 地は先に述べた る如 く水灘等 の爲発芽 少 なきものな ると 手入試 験地の如

く一度伐採 すれば光線 を得 て乾燥 し伐木造材 の爲残存 すべ き 幼稚樹のみ な らず地表

迄荒 らす ことあるも一面整地作用 をなし 天然下種 を容 易な らしめ各樹の稚樹 と共 に

者チヰガ シの稚樹 も侵入す。 而 して林地の下部 は他の樹種少な く生存競争 甚しか ら



ざる故発生 せる本数 は僅少 にて も其後滑失す るこご少な く 且一度生長 を開始せば上

部林地 より生長良好 なる爲 イチヰガシの生産地 としては 寧 ろ上部林地 に優 るもので

あ る。'

総ての点を考 ヘイチヰガ シの 天然更新 は手入 を適當に施行せぱ上部林地 に於て容

易に行 はれ、稚樹の発生 多 きも手入除伐 を怠 らば成林困難にして 下部林地は稚樹 の

発生は劣 るも発芽 後は枯死す るもの 比較的少な く成林 し易 く生 長良好であ る。故 に

人工植栽 を行ふには上部 より下部の林地 を利用す るを最 も得策 とす る。 換言すれば

天然更新 を行ふには 林地の上部 を利用 して手入 を怠 らず施行 するを要諦 とし、林地

の下部 に於ては天然 更新の不足を幾分人工植栽或は播種 にて補はば成林確實 である。

若 し夫れ現在の造林集約度 に於て林地の 上下何れ を選ぶや と云はば手入を要 す るこ

と少 な き林地の下部 を先づ利用す るを安全 なムとするものな るも作業級の關係上 ・ス

ギ を も造 成する場合 多 きを以て下部林地の下 半部にスギを造林 し、下部林地の上牛

部 よ釦上部林地の下半部に亘 う天然下種 と 人工播 種一部植栽 を以て更新 を計 り鼠害

あ る場合は植栽 に依 るを適當な りご認め るものであ る。

F.常 緑澗葉樹天然生林の構成

イチヰガ シ生産地 として有名な る 青 井岳團地の如 く海抜低 き丘陵性 山岳林 に於 て

然か も上部 は緩斜に して 林木の生育に適 乙下部 は急斜なる林地 に於ては総膿的林地

の方向により 植生並 に生長に大な る差違 を認めない 。総材積 に於て直径 小(2-一一14Cm)

中(16-28cm)大(30-48cm)最 大(50cm以 上)へ の材積分配は12%、26%、42

%、2c%の 割 である。勿論漢に近 き急斜 な る北向の林地 と南 向の林地 とは幾分植生

に差あるも甚 しきものにあ らず。 最 も顯著なるは 林地の上部下部の差異 にして下部

には イチヰガシ、イスノキ、ハナガガシ、 ア ラカシ、サカキ、 ヤマ ビノ㍉ ピサカキ

等多 く生育 し上部 には イスノキ、 シ ヒ、 ウラジロガ シ、 タブノ キ、イ チヰガシ・ハ

ナガガシ、イ ヌマキ、 タイ ミンタチバ ナ、 ヤマビノ㍉ 亭Lヅリノ㍉ マテバ ジヒ、ノ・イ

ノキ、 ツバ キ、サカキ、 とサカキ等多数の樹腫 を含み、上部 は 本数材積共総数に於

て下部の二倍を有 乙て居 る。 然 しイチヰガ シとしては 下部林地の方上部林地 よう本

歎材積共多い。



天然生林の構成 を瞼す るに 樹種別直径別に其 の本数 材積 を調査 し 併せて樹高 と直

径 の關係並に年輪 に よう直径生長 を調査せ しにイチヰガ シは直径生長に於て シヒに

劣 るも其他 カ シ類、イス ノキ、 アヲガシ、 タブノキ等常緑潤葉榔 きは優 るこも劣 る

ものにあ らず して 其の樹 高關係即 ち直径に対する 樹 高はイチヰガ シ最高 きも此の關

係は年齢 により て、多少経路 を異 にし幼齢時代 よ・5直径30cm迄 はイチヰガシ・ シ

ヒ、 タブノキ、其他 カ シ類、 イスノキ、ザ ツ、大差 な く幾分イチヰガ シ、 シヒ、 カ

シ類優勢な るも直径30cmより は次第 に差 を生 じ/・イチヰガシ最 も高 く生長 し其他 カ

シ類、 シヒ之れに次 ぎイスノキ、タブノキの如 きは更 らに低い。是等を綜合 して考

ふ る時 イチヰガシは生長経路 に於 て シヒご大差な き故競争 瘍裡 に於て シヒ を強敵 と

す るものであ る。

然か も以上は平均 の軍木の比較にして實際の林地 に於 ては シ ヒの本数 はイチヰガ

シの本数 に比 し極めて多 き故、 シヒ の本数多 き南向林地 に於て 伐探後放置せ ぱ恣 に

シヒの蹟雇 を許す こごとな る。 叉 イスノ キ、 タブノ キ の如 きは樹高低 き故既 に直穫

30cm以 上 に至 らばイチヰガシの下 層林冠 をなす も幼樹 は 樹高の差少 な く且本数極

めて多 き故イチヰガ シが被壓 せ らる ゝことも珍 らし くない。

G.鬱閉 度 と更新

更新 と鬱閉度 この問題は從來 最 も多 く研究せ られた る所な るも今 回調査の結果に

よれば、イチヰガ シの稚樹発生 は必す しも一定の鬱閉 度 を必要 とせず可な う廣 き範

園 に適鷹性 を有 する様 であ る。

調査地に於け る庇蔭度o%区 即 ち・皆伐区 は其の皆伐 に非ず して 母樹 を有 する局部

.皆伐地 で其の面積 もo.Ihaに 過 ぎざる故周團の保護は充分得 られ る。其他の各庇蔭

度匿 も同様 の環境 にあ るものである。而 して調査の結果は庇蔭度o%(皆 伐)及25

%圃 は50%、75%区 より生長遙か に優良であ る。o%、25%区 の如 きは天然 更新に

より殆ん どイチヰガシの純林 に近 き成林 をな し50%、75%区 と錐 も今 後手入 を施

せば相當の イチヰti.s林 とな り得 るのである。稚樹の発生 がo%区 より75%区 に

至 る四種の庇蔭度に於 て 相當に発芽 せ ることは 数字的に明か に して庇蔭度高 き程 多

量であ る。 而 て発生 最 も少 な きものにて も天然更新 を不可能な らしむ る程度 のもの



にあ らず、o%、2s%甚 が最 も優良なる事實 は更新地が 皆伐に近 き状態にあbし 爲

手入が充分行 き屈 きしに反 し、50%、75%区 は ザ ツ の共生を多分 に許せ し爲手入

粗略 とな う且庇蔭度高 き故稚樹の生長を阻害せし ことが 第一の原因をなした るもの

である。第二の原因は 昭和二年保護樹母樹 を全 部伐探 して 後放 置せ レに依 るもので

保護樹母樹の本数 は 庇蔭度高 き程多数 な る故o%及25%区 は 此の伐採 に よう林

冠の疎 開せ らるゝこと少な く残存木 に大 なる鍵化 を能へざ りし故イチヰガシは其儘

旺盛な る生長 を持続 せ しが50%、75%匿 に於 ては 保護樹 母樹 の伐探量多 くして其

の伐倒搬出の爲林下の イチヰガ シ及 ザ ツ を害せ し事は充分想像せ らる 所ゝ にして且

既に成立せ し幼齢のイチヰガシは鬱閉 強 き爲生長遅 く且侵入せ る ザ ッの爲被壓 せ ら

れ しもの もあ6てo%、25%匿 の幼飴林 とは 明か なる差違があつた。 而 して此の下

層林 は保護樹の除去に より極めて疎 な る幼齢林 こして 出現 せし爲更 ら1ζアカメガ シ

バ、カ ラスザ ンセウ、其他ザ ツ侵入 じ、然か も全 く放置せ られたる爲イチヰガ シ は被

塵せ られて生長遅れ今 日の如 き差異 を生 じた ものであ る。

即 ち鬱閉度は局部皆伐区に於ては保護樹 を残 むたる もの即 ち庇蔭度o%区 を髄

とし、多少の保護樹 を有 する25%区 之れに次 ぎ、5Q%、75%の 順位 なるも各種の

事情 を考慮せば所謂庇蔭度o%よ り50%位 の範囲 に於 ては稚樹の発芽 には甚 しき

差違はなか るべ く實行上に於 ては発芽 後適當 に保護 を加ふ ることが 必要 に して庇蔭

度 高 きは生長 を遅 々だ らしむ る故発芽 後は雑木 を極めて 疎立せ しむ る程度 に存置す

るを適當 と認め らる。 從つて森林の施業法 としては 最初 より母樹 を有 する局部皆伐

区或は母樹 保護樹 を有す る疎 な る前更作業 とし稚樹 の発生 後直 ちに更に 伐探 し更新

を完了せ しむるを適 當 とする。此の意味に於 て更新及手入試験地(高 岡)の 第一区、

第三区は稽 々疎に失す るの威があ る。

第 二應用

實地への憾用は森林の事情 に より異 るを以 て青井岳地 方並 に 之れに類似 す るもの

に限定 するこご ゝし且 つ應用 の主要点は作業法にあ る故其他は省略 す る。

イチヰガシの更新 に當 り天 然更新 を利用 し人工播種、及植栽 に ようて之れ を補ひ且

適 當なる手入撫育 を施行 して 成林 を計 るべ きこごは 屡 々述ぺた所である。伐採 に當



り考慮すべ き鬱閉 度に關 しては本節G、 更新に關 してはE、 稚樹発生 に關 してはC・

樹種の競り 合 ひに關 してはBに 蓮べた。是等の結論 は森林施業への応用 の根幹をな

すもので其他 の調査結果 をも加味 して次の應用 を誘致 し尤のであ る。

イチヰガ シの更新状態、 生 長経路等 に關する特性が 上記の通 うであ るとすれば其

の性質に順慮 して施業すれば 局部皆伐作業で も傘伐作業 で も可能であ り擇伐 作業 で

も敢 て困難 ではない。 然 し施業の難易得 失に於ては 作業種間に大な る差異があ るの

で次に一通 り述べ ることとする。

1.擇伐 作 業

イチヰガ シは 耐蔭性 を有す る樹種 なるも生長の爲には 相當の光線 を必要 とす るこ

とは屡 々述べた所 であ る。 耐蔭性 を有することは擇伐 作業を可能な らしめるもので

はあ るが両少 くとも次の二項が必要 である。

a)擇伐 更新は 眞の単木的擇伐(EinzerweisePlenterung)で は 充分 目的を達 し得

ない。少 くとも現在の老齢 な る天然生林の老木 を伐探 して生す る穴 を2・3個 集めて

明ける必要があ る。

b)擇伐 更新地 にはイチヰガシ の老壮幼の各径級 の本数が 現在適當 に存在 して居

るこごが必要 であ る。

以下之れに付 き説 明せん とす。

イチヰガシの擇伐 更新は眞の単木的 探伐 では更新比較的困難なることは斯か る弱 き

林冠 の疎 開では天然生稚樹 の発生 稻 々困難であ るのみな らず稚樹 の生長極 めて遅 く、

同時 に入 う來 る他樹種の爲 に被壓 せ られ るの である。 現在の老齢 なる常緑潤葉樹林

を見 る時鬱閉 せ る所 には 殆ん どイチヰガシの稚樹 を見 ることを得 ない。 多少疎 開せ

る所にて も稚樹 は少 く稀 に存在する稚樹 は被圧 せ られ居 うて 將來 を期待 し得ない も

のが多い。之れは眞の輩木的擇伐 作業に依 る更新が梢々 もすれば 此の老齢 なる天 然

生林の更新状態 の如 き結果 に終 り易 きことを示す ものである故 一般的 には推奨出來

ない。少 くとも現在の老齢 な る大木 を伐採 むて生 する程度の穴 を2・3個 集めn位 の

更新地 を得 ざればイチヰガ シの稚樹 は 充分光線 を得て更新及 生長 を全ふす ることが

困難 であ る様に思はれ る。



次には擇伐 更新地 にイチヰガシの 老 壮幼の本数 が可 な う多数存在することが必要

であ る。勿論其他 カシ類の本数 をも考慮に入 れる必要がある。径級別本数 を見 ると

き場合 に よりては可 な りの 本数存在 するが如 きも稚樹幼樹 には藪 状に密生せ る雑木

中 にあ りて被壓 木多数を占め將來性 少な く、 叉稚樹は團状に集合 し易 くして全区域

への本数 としては比較的少な く廣 き範囲 に亘 卦之れ を撫育す ることは 實行甚だ困難

である。 又擇伐 後 イチヰガシ の壮齢 以上の林木 を残存 して次の牧獲に備へ 又良 く母

樹の役 を演ぜ しめ る必要があ るも現在の天然生林 にはイチヰガシの 本敷が少 ない も

のが甚だ多い。高岡事業区Igぬ(附 属表第十一・號参照)の擇伐 跡地 に見 る如 く適當

なる母樹少 なき爲殆ん ど天然下 種 をな さす 多数の母樹 を有す る シヒの如 きものが殆

ん ど更新地 を掩ふ結果 とな 釦易いのであ る。 且つ老齢 なる天然生林 にはイチヰガシ

の前生稚樹 は少ない故擇伐 更新が 不結果に終 る場合が多いのである。 殊 に擇伐 作業

の鉄点 として更新せ らるる面積が廣 くして 一部 に局限せ られざる故 施業者の注意を

集 注せ しむることを得ず 漫然 と廣い区域 に亘 ちて施 業す る故手入撫育等 も遅れ勝 ち

とな ウ折角発生 せ る稚樹幼樹 も被壓せ られて途に 所期の目的 を達 し得ない結果 に陥

り易いのである。 其他擇伐 作業 に於ては残存する立木が損害 を受け之れが爲穿孔鐵

の被害を受け易い。擇伐 作業には施業上幾多の長所が あ るけれ ど も前記各種 の困難

なる点を綜合 すれば イチヰガシ林の施業法 こして一般的には推奨 し得ないの であ る。

2.前 更作業(傘 伐作業)

前更作業は一般 に傘伐更新或は 劃伐更新に よる作業種で前生樹の 利用を考 へた も

のであるが今の場合 は主 として傘伐作業 を対照 こし尤 ものであ る。

前記BCEGの 如 き結論は何れ も傘伐更新がイチヰガシの更薪 に關 し最 も適 當

なる所 以を謹 明す るもの と稻 し得 るのであつて重ねて説明す る事 を省略す る。

而 して傘伐 作業 と繕す るも 豫備伐 ・下種伐、後伐 と正規 に行 ふ ものにあ らず して

母樹 ご保護樹 を残 して其他 を伐採 し3-5年 後稚樹の発生 生育 を待つて残存木 を伐採

し更新 を終 るものであ る、此の場合 に於 て竜鉄点 として考 へ らるゝ点は

a)現 在の イチヰガシ林 分にイチヰガシめ老壮齢 木が比較的少なきこと

b)残 存す るイチヰガ シに穿孔巌が付 き易 きこと



である。而 してa)現 在林 に イチヰガ シの老壮 木が少な きため天然更新 を行ふに不利

な るこごは本作業のみの敏点にあ らず 共通的の ものである。更新に先立 ち 下種 の 目

的にて整地 を行ひ且 つ天然生稚樹の不足は人工播種植栽 に依つて補 ぷ より外 ない。

b)は擇伐 及本作業に附随す るもので本 作業の鉄点 とむて可な り大なるものである。

尚本 作業 は手入試 験地(高 岡)の 母樹 を有する局部皆伐区 に保護樹 を更に加へたる

如 き施業 とな るものにして林地 は上方 よりの 保護 をも有す る故 一 箇所の伐探面積は

1-2ha迄拡 大 し得 る見込である。

3.局 部 皆 伐 作 業

大面積の皆伐 作業が 森林更新上幾多の短 所を有 することは 今更説 く迄 もない所 で

あ る。殊 にイチヰガシは 幼時適當 な庇蔭 を必要 とす る樹種 である。 鼓に局部皆伐 と

稽す るは群歌皆伐、区分皆伐並 に大 な る群 落的擇伐 等 をも包含 す るの であつて 周園

は老齢な林縁 で取b園 まれた 更新地 で一箇所の伐探面積はo.5-o.6ha位 が適當 であ

る。且林地 を全 くの裸地釈態に皆伐するの でな く樹高3-Sm或 は直径3cm以 下位の 小

穫木は残存 して稚樹の保護 に當 らしむるもので手入試験地(高 岡)に 於ける母樹 を有

せ ざる局部皆伐区の如 く施業す るのである。 斯 か る施業法は前記B・C・E・G・ の如 き

結論に抵鰯するものにあ らす して 只母樹 を有せ ざる爲 伐探後稚樹の壇加は母樹 を有

す るものに及ば ざるも母樹の効果 は甚だ大な るものにあ らず、且つ 毎年の更新面積

最 も狭 き故更新並に撫育事業が 小面積に局限せ られ 注意 を集中 し得 る故手入等の手

遅れを惹 き起 し難 く、叉伐探其他施 業 も最 も簡単 な る故 本法は イチヰガシ林 に封す

る適當 なる施業法 として 推奨 し得 るものであ る。更新に先立 ち下 種の爲整地 を行ぴ

且天然更新に よう稚樹の 螢生少な き見込の場合 は整地 ε共 に 人工播 種 を行ひ又場合

に よムては伐採後 も人工播種及植栽 に よう之れ を補ふ等 更新に留意するの必要があ

るo

之れ を要 す るに集約 なる施業 を行ひ得る場合 は 前記の如 き傘伐作業法 に よム幾分

な うとも天 然生稚樹 の利用 を計 り然 らざる場合は 局部皆伐作業 に依 るを便利 な りと

思料 す るものである。


